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(57)【要約】
【課題】本発明は、多種多様な内視鏡管路のそれぞれに
供給される気体や液体の流通状態を簡単な構成で検出す
ることができる内視鏡洗滌消毒装置を提供することを最
も主要な特徴とする。
【解決手段】内視鏡用通信コネクタ３２に内視鏡２の信
号ケーブル１０を接続することにより、内視鏡２に予め
付された管路情報を読み取るとともに、内視鏡２の送気
送水管路５６、吸引管路５７の洗滌消毒作業中に内視鏡
２の各管路の流量を流量センサー４７によって測定し、
読み取った管路情報に基いて流量センサー４７で測定さ
れた流量が設定値の範囲以内か否かを判断してこの判断
結果に基いて内視鏡２の各管路の流体を制御するもので
ある。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内視鏡の管路に接続される管路接続部を
備え、前記内視鏡管路に洗滌消毒作業用の流体を流して
前記内視鏡管路内を洗滌消毒可能な内視鏡洗滌消毒装置
において、
前記内視鏡の管路に流す流体の流量設定値を読み取る読
取手段と、
前記内視鏡の管路を流れる流体の流量を測定して流量設
定値を得る測定手段と、
前記読取手段により読み取られた流量設定値と、前記測
定手段により測定された流量測定値とを比較し、前記流
量測定値が前記流量設定値を越えたか否かを判定する制
御手段と、
を有することを特徴とする内視鏡洗滌消毒装置。
【請求項２】  前記流量測定値が前記流量設定値を越え
たとき、その旨を告知する告知手段を有することを特徴
とする請求項１に記載の内視鏡洗滌消毒装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、使用済の内視鏡の
内部管路を洗滌消毒可能な内視鏡洗滌消毒装置に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】一般に、内視鏡は体腔内の検査および治
療に広く利用されており、その内部には送気、送水、吸
引等を行うための各種の管路が組み込まれている。そし
て、内視鏡は、使用する毎に、その内部管路を洗滌消毒
する必要がある。
【０００３】ところで、内視鏡は、胃用内視鏡、十二指
腸用内視鏡、大腸用内視鏡、気管支用内視鏡など多種類
である。ここで、胃用内視鏡は、一般的に特殊な管路が
なく、また管路も短く、標準的な太さである。また、十
二指腸用内視鏡には管路が極めて細い鉗子起上パイプが
ある。また、大腸用内視鏡は、挿入部が長く、管路も太
い。逆に、気管支用内視鏡は、管路が細い。このように
内視鏡管路は、内視鏡の種類によって構造が大きく異な
っている。
【０００４】これら多種類の内視鏡を１台の内視鏡洗滌
消毒装置で洗滌消毒できるようにする為に、内視鏡洗滌
消毒装置においては、内視鏡の洗滌消毒時に洗滌消毒装
置と内視鏡管路とを接続し、洗滌消毒装置から内視鏡管
路内へ洗滌液や消毒液、空気等を送り込んでいる。ここ
で、内視鏡管路の洗滌性、消毒性を保つ為には内視鏡の
洗滌消毒時に内視鏡管路への十分な送液及び送気が行わ
れる必要がある。
【０００５】そこで、従来の内視鏡洗滌消毒装置では、
内視鏡管路を流れる液体の流量や、圧力などを測定し、
内視鏡管路に詰まりが無く、送液及び送気が十分行われ
ている状態か、否かを確認する管路の詰まり状態監視手
段を設けたものが例えばＤＥ３９１８４３２  Ｃ２など
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に開示されている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】内視鏡管路に送気、送
液する際、各種内視鏡管路のそれぞれに適切な流量、圧
力で供給されているか否かを検出するのは困難であっ
た。
【０００７】本発明は上記事情に着目してなされたもの
で、その目的は、多種多様な内視鏡管路のそれぞれに供
給される気体や液体の流通状態を簡単な構成で検出する
ことができる内視鏡洗滌消毒装置を提供することにあ
る。
【０００８】
【課題を解決するための手段】請求項１の発明は、内視
鏡の管路に接続される管路接続部を備え、前記内視鏡管
路に洗滌消毒作業用の流体を流して前記内視鏡管路内を
洗滌消毒可能な内視鏡洗滌消毒装置において、前記内視
鏡の管路に流す流体の流量設定値を読み取る読取手段
と、前記内視鏡の管路を流れる流体の流量を測定して流
量設定値を得る測定手段と、前記読取手段により読み取
られた流量設定値と、前記測定手段により測定された流
量測定値とを比較し、前記流量測定値が前記流量設定値
を越えたか否かを判定する制御手段と、を有することを
特徴とする内視鏡洗滌消毒装置である。そして、本請求
項１の発明では、予め内視鏡に付されている内視鏡の管
路構成、管路の流量や、圧力等の管路情報を読取手段で
読み取り、このデータにもとづいて内視鏡の各管路に応
じた流体の流量や、圧力の基準値を設定するとともに、
内視鏡管路の洗滌消毒作業中は、測定手段によって内視
鏡の各管路の流体の流量を測定し、この測定手段からの
出力値と、読取手段からの読み取りデータにもとづいて
設定された基準値とを各管路ごとに個別に比較演算する
ことにより、制御手段によって流量が設定値の範囲以内
か否かを判断して内視鏡管路への十分な送気・送液が行
われている事を確実に確認し、この判断結果に基いて内
視鏡の各管路の洗滌消毒作業用流体を制御するようにし
たものである。
【０００９】請求項２の発明は、前記流量測定値が前記
流量設定値を越えたとき、その旨を告知する告知手段を
有することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡洗滌消
毒装置である。
【００１０】そして、本請求項２の発明では、測定手段
で測定された流体の流量が設定値から外れていると判断
された場合には告知手段によって内視鏡管路の流体の流
量が設定値から外れている状態を告知するようにしたも
のである。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下、本発明の第１の実施の形態
を図１乃至図９を参照して説明する。図１は本実施の形
態の内視鏡洗滌消毒装置１とその洗滌消毒対象物である
内視鏡２の概略構成をそれぞれ示すものである。また、
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図２は本実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置１の洗滌消毒
対象物である内視鏡２が組込まれた内視鏡装置３のシス
テム全体の概略構成を示すものである。
【００１２】ここで、内視鏡２には体腔内に挿入される
細長い挿入部４と、この挿入部４の基端部に連結された
手元側の操作部５とが設けられている。さらに、操作部
５にはユニバーサルコード６の一端部が連結されてい
る。このユニバーサルコード６の他端部にはコネクタ部
７が連結されている。
【００１３】また、挿入部４の先端部には先端構成部８
が設けられている。この先端構成部８の内部には観察光
学系のＣＣＤ等の固体撮像素子が内蔵されている。さら
に、操作部５及び挿入部４にはライトガイドケーブル
（図示しない）が内挿されている。このライトガイドケ
ーブルの一端側は先端構成部８の照明光学系に、他端側
はユニバーサルコード６を介してコネクタ部７にそれぞ
れ接続されている。
【００１４】また、図２に示すようにコネクタ部７は周
辺機器の光源装置９に着脱可能に接続されている。さら
に、コネクタ部７には信号ケーブル１０の一端が接続さ
れている。この信号ケーブル１０の他端は画像処理装置
１１に接続されている。ここで、信号ケーブル１０の一
端には第１のコネクタ１２、他端には第２のコネクタ１
３がそれぞれ設けられている。そして、信号ケーブル１
０の第１のコネクタ１２が内視鏡２のコネクタ部７に、
第２のコネクタ１３が画像処理装置１１にそれぞれ着脱
可能に接続されている。これにより、信号ケーブル１０
を介して内視鏡２と画像処理装置１１との間で信号の授
受が行われるようになっている。
【００１５】さらに、画像処理装置１１には電気ケーブ
ル１４を介して観察用モニタ１５が接続されている。そ
して、画像処理装置１１からの映像信号が電気ケーブル
１４を介して観察用モニタ１５に供給され、内視鏡画像
として表示されるようになっている。
【００１６】また、図３は内視鏡装置３のシステムにお
ける内視鏡２と画像処理装置１１との接続状態を示すブ
ロック図である。ここで、内視鏡２の先端構成部８には
観察光学系の対物レンズ１６及びＣＣＤ１７が配設され
ている。そして、対物レンズ１６によってＣＣＤ１７に
被検体の内視鏡像が結像されるとともに、ＣＣＤ１７に
よって撮像された被検体の内視鏡像は電気信号に変換さ
れてコネクタ部７側に出力されるようになっている。
【００１７】さらに、内視鏡２の本体内には例えばＥＥ
ＰＲＯＭまたはフラッシュＲＯＭなどの書き換え可能な
不揮発性メモリ１９と、ＣＰＵ（中央処理装置）２０
と、リセット回路２１とが内蔵されている。ここで、不
揮発性メモリ１９は、内視鏡２の種類や、型番、管路情
報等の内視鏡２に関する複数のデータを記録保持するメ
モリである。さらに、リセット回路２１は、電源電圧の
変動、低下を検出してリセット信号を出力する電気回路
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である。
【００１８】また、ＣＰＵ２０には、演算回路、ＲＯＭ
（リード・オンリ・メモリ）、ＲＡＭ（ランダム・アク
セス・メモリ）、パラレル通信ポート、シリアル通信ポ
ート、Ａ／Ｄコンバータ、カウンタが内蔵されている。
このＣＰＵ２０の内部のＲＯＭには、外部の接続機器、
例えば画像処理装置１１や、洗滌消毒装置１を制御する
為のプログラムが記録されている。そして、ＣＰＵ２０
はこのプログラムに従ってメモリ１９へのデータの書き
込み及び呼び出し処理、及びそのデータを画像処理装置
１１や、洗滌消毒装置１へ送受信する処理を行うように
なっている。
【００１９】また、画像処理装置１１には、内視鏡用コ
ネクタ２６と、モニタ用コネクタ２７と、ユーザーがこ
の画像処理装置１１を操作するための操作パネル２８と
が設けられている。そして、内視鏡用コネクタ２６に
は、内視鏡２側の信号ケーブル１０の第２のコネクタ１
３が着脱可能に接続され、画像処理装置１１と内視鏡２
との間が電気的に接続されている。
【００２０】さらに、モニタ用コネクタ２７には、モニ
タ１５側の電気ケーブル１４が接続されている。そし
て、画像処理装置１１と観察用モニタ１５との間が電気
的に接続されている。
【００２１】また、画像処理装置１１の本体内には、Ｃ
ＣＤ駆動電源２２と、映像信号処理／切換回路２３と、
ＣＰＵ２４と、例えばＥＥＰＲＯＭまたはフラッシュＲ
ＯＭなどの書き換え可能な不揮発性メモリ２５とが内蔵
されている。ここで、ＣＣＤ駆動電源２２には信号ケー
ブル１０を介して内視鏡２内のＣＣＤ１７が接続され、
このＣＣＤ駆動電源２２によってＣＣＤ１７が駆動され
るようになっている。
【００２２】さらに、映像信号処理／切換回路２３は、
ＣＣＤ１７により光電変換された映像信号の画像処理及
び日付け、患者データ等の文字信号の合成／切換えを行
う電気回路である。なお、不揮発性メモリ２５は、内視
鏡２より送られてきたデータを記録保持するメモリであ
る。
【００２３】また、ＣＰＵ２４には、演算回路、ＲＯ
Ｍ、ＲＡＭ、パラレル通信ポート、シリアル通信ポー
ト、Ａ／Ｄコンバータ、カウンタが内蔵されている。こ
のＣＰＵ２４には、映像信号処理／切換回路２３と、不
揮発性メモリ２５と、内視鏡用コネクタ２６と、操作パ
ネル２８とが接続されている。
【００２４】さらに、ＣＰＵ２４の内部のＲＯＭには、
画像処理装置１１を制御する為のプログラムが記録され
ている。そして、ＣＰＵ２４はこのプログラムに従って
画像処理装置１１の制御を行うようになっている。これ
により、内視鏡２のＣＣＤ１７側から信号ケーブル１０
を経由して画像処理装置１１に送られる出力信号が映像
信号処理／切換回路２３により処理されたのち、この映



(4) 特開２００１－２９９６９７

20

30

40

50

5
像信号処理／切換回路２３から出力される映像信号がコ
ネクタ２７から電気ケーブル１４を介してモニタ１５に
入力され、内視鏡２によって観察される内視鏡像がモニ
タ１５の画面に表示されるようになっている。
【００２５】また、次の表１は、内視鏡２の内蔵メモリ

6
１９に記憶される内視鏡２に関する複数のデータ内容の
うち、管路情報の例を示すものである。
【００２６】
【表１】

【００２７】この表１に示す数値は仮の値である。例え
ば、スコープ型名がＡという十二指腸用内視鏡には、予
め例えば吸引管路流量設定値が２．０Ｌ／ｍｉｎ、送気
送水管路流量設定値が０．５Ｌ／ｍｉｎ、鉗子起上パイ
プ流量設定値が０．１Ｌ／ｍｉｎといった各管路送気流
量設定値のデータ（上記数値は仮の例）が記憶される。
【００２８】また、本実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置
１の本体には使用済の内視鏡２などの洗滌消毒対象物が
設置される洗滌槽２９が設けられている。そして、図４
に示すようにこの洗滌槽２９の中に洗滌・消毒対象の内
視鏡２が設置されるようになっている。
【００２９】また、洗滌槽２９の内底部には循環液吸引
口３０および排液口３１が設けられている。さらに、こ
の洗滌槽２９の内周面には、内視鏡用通信コネクタ（読
取手段）３２と、吸引管路洗滌チューブ接続口３３と、
送気送水管路洗滌チューブ接続口３４と、鉗子起上パイ
プ洗滌チューブ接続口３５とがそれぞれ配設されている
とともに、給水口３６と消毒液注入口３７とが配設され
ている。
【００３０】ここで、内視鏡用通信コネクタ３２には洗
滌槽２９の内部に収容される内視鏡２の信号ケーブル１
０の第２のコネクタ１３が接続されるようになってい
る。そして、内視鏡用通信コネクタ３２に信号ケーブル
１０の第２のコネクタ１３が接続される状態にセットさ
れることにより、内視鏡２と洗滌消毒装置１との間が電
気的に接続され、内視鏡２と内視鏡洗滌消毒装置１との
間で信号の授受が行えるようになっている。
【００３１】また、給水口３６には給水管路３８の一端
部が接続されている。この給水管路３８の他端部は給水
弁３９を介して、例えば水道系等の給水源の蛇口４０に
接続されている。
【００３２】さらに、消毒液注入口３７には消毒液供給
管路４１の一端が接続されている。この消毒液供給管路
４１の他端は消毒液タンク４２の底部に接続されてい
る。なお、この消毒液供給管路４１の途中には消毒液注

入ポンプ４３が介設されている。
【００３３】また、洗滌槽２９の内底部の循環液吸引口
３０には内視鏡管路内洗滌消毒用管路４４の一端が接続
されている。この内視鏡管路内洗滌消毒用管路４４の他
端部側は３つの流路に分岐され、３つの分岐流路４４
ａ，４４ｂ，４４ｃが形成されている。そして、分岐流
路４４ａは吸引管路洗滌チューブ接続口３３、分岐流路
４４ｂは送気送水管路洗滌チューブ接続口３４、分岐流
路４４ｃは鉗子起上パイプ洗滌チューブ接続口３５にそ
れぞれ接続されている。
【００３４】さらに、内視鏡管路内洗滌消毒用管路４４
の途中には、内視鏡管路内洗滌消毒用ポンプ４５と、逆
止弁４６と、流量センサー（測定手段）４７とが順次介
設されている。なお、３つの分岐流路４４ａ，４４ｂ，
４４ｃには洗滌消毒管路切換え電磁弁４８ａ，４８ｂ，
４８ｃがそれぞれ設けられている。
【００３５】また、内視鏡管路内洗滌消毒用管路４４に
おける逆止弁４６と、流量センサー４７との間の流量セ
ンサー４７に通じる管路部分４９には逆止弁５０を介し
て、コンプレッサー５１に通じるエアー供給管路５２が
接続されている。
【００３６】さらに、吸引管路洗滌チューブ接続口３３
には、内視鏡２の吸引管路洗滌消毒用洗滌チューブ（管
路接続部）５３の一端部、送気送水管路洗滌チューブ接
続口３４には、内視鏡の送気送水管路洗滌消毒用洗滌チ
ューブ（管路接続部）５４の一端部、鉗子起上パイプ洗
滌チューブ接続口３５には、内視鏡の鉗子起上パイプ洗
滌消毒用洗滌チューブ（管路接続部）５５の一端部がそ
れぞれ接続されている。そして、送気送水管路洗滌消毒
用洗滌チューブ５４の他端は洗滌槽２９内の内視鏡２の
図５に示す管路構成の送気送水管路（内視鏡管路）５６
に接続されている。また、吸引管路洗滌消毒用洗滌チュ
ーブ５３の他端は洗滌槽２９内の内視鏡２の図６に示す
管路構成の吸引管路（内視鏡管路）５７に接続されると
ともに、鉗子起上パイプ洗滌消毒用洗滌チューブ５５の
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7
他端は洗滌槽２９内の内視鏡２の図示しない鉗子起上パ
イプに接続されている。
【００３７】また、内視鏡２の送気送水管路５６は図５
に示す管路構成、吸引管路５７は図６に示す管路構成に
なっている。ここで、内視鏡２の挿入部４の先端構成部
８には図５に示す送気送水ノズル５８と、図６に示すよ
うに内視鏡２の挿入部４の内部に配設された吸引管路を
兼ねる処置具挿通チャンネル５９の先端開口部５９ａと
が設けられている。さらに、内視鏡２の挿入部４の内部
には２つの送気送水管路６０，６１（挿入部側送水管路
６０と挿入部側送気管路６１）が配設されている。これ
らの送気送水管路６０，６１の先端部は送気送水ノズル
５８に連結されている。
【００３８】また、内視鏡２の手元側の操作部５には送
気送水管路ボタンシリンダ６２と、吸引シリンダ６３
と、処置具挿入口部６４とが設けられている。そして、
処置具挿通チャンネル５９の基端部は分岐され、一方の
管路５９ｂ１は処置具挿入口部６４に連結され、他方の
管路５９ｂ２は吸引シリンダ６３に連結されている。さ
らに、２つの送気送水管路６０，６１の基端部は送気送
水管路ボタンシリンダ６２の周壁面にそれぞれ連結され
ている。
【００３９】また、ユニバーサルコード６のコネクタ部
７の外周面には送気送水用の２つの口金６５ａ，６５ｂ
と、１つの吸引口金６７とが設けられている。さらに、
ユニバーサルコード６の内部には送気送水用の２つのユ
ニバーサルコード側管路６８，６９（ユニバーサルコー
ド側送水管路６８とユニバーサルコード側送気管路６
９）と、１つのユニバーサルコード側吸引管路７０とが
設けられている。ここで、一方の送気送水用の管路６８
の一端部は口金６５ａに、また他方の送気送水用の管路
６９の一端部は口金６５ｂにそれぞれ連結されている。
さらに、コネクタ部７の先端面にはユニバーサルコード
側管路６９に連通する１つの送気送水用の口金６６が突
設されている。
【００４０】また、ユニバーサルコード６の送気送水用
の管路６８，６９の他端部は送気送水管路ボタンシリン
ダ６２にそれぞれ連結されている。ここで、一方の送気
送水用の管路６８は送気送水管路ボタンシリンダ６２の
内底部に連結され、他方の送気送水用の管路６９は送気
送水管路ボタンシリンダ６２の周壁面に連結されてい
る。そして、送気送水管路ボタンシリンダ６２の内部に
挿入される図示しない送気送水管路切換えボタンの操作
によって図５に示す送気送水管路５６の切換え操作が行
われるようになっている。
【００４１】さらに、ユニバーサルコード側吸引管路７
０の一端部は吸引口金６７に連結され、このユニバーサ
ルコード側吸引管路７０の他端部は吸引シリンダ６３に
連結されている。そして、この吸引シリンダ６３の内部
に挿入される図示しない吸引切換えボタンの操作によっ
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て図６に示す吸引管路５７の切換え操作が行われるよう
になっている。
【００４２】また、送気送水管路洗滌消毒用洗滌チュー
ブ５４の内視鏡接続部７１には、図５に示すように送気
送水管路ボタンシリンダ６２の内部に挿入される送気送
水シリンダ挿入部７２と、吸引シリンダ６３の内部に挿
入される吸引シリンダ挿入部７３とが設けられている。
ここで、送気送水シリンダ挿入部７２の先端部外周面に
はリング状のパッキン７４が装着されている。このパッ
キン７４は内視鏡２の送気送水管路ボタンシリンダ６２
の内周面に圧接され、この送気送水管路ボタンシリンダ
６２の内部を２つの空間に区切っている。そして、洗滌
チューブ５４をシリンダ６２に接続した状態ではこのパ
ッキン７４により、洗滌チューブ５４はシリンダ６２の
内部における送気送水用の管路６８側と連通すると同時
に、シリンダ６２に接続されたその他の送気送水用の管
路６０，６１，６９側には連通しない状態で保持される
ようになっている。
【００４３】また、図５に示す送気送水管路５６の洗滌
消毒時には送気送水管路洗滌消毒用洗滌チューブ５４と
ともに、ユニバーサルコード側送水管路６８とユニバー
サルコード側送気管路６９との間を連結するバイパスチ
ューブ７５が使用されるようになっている。このバイパ
スチューブ７５の一端部にはユニバーサルコード６のコ
ネクタ部７の外周面の送気送水用の２つの口金６５ａ，
６５ｂに連結される第１の口金連結部７６、他端部には
コネクタ部７の先端面の送気送水用の口金６６に連結さ
れる第２の口金連結部７７がそれぞれ設けられている。
【００４４】そして、内視鏡２の送気送水管路５６の洗
滌消毒時には図５に示すように送気送水管路洗滌消毒用
洗滌チューブ５４の内視鏡接続部７１が内視鏡２の手元
側の操作部５に装着されるとともに、バイパスチューブ
７５がユニバーサルコード６のコネクタ部７に装着され
た状態で、洗滌消毒装置１から送水管路洗滌消毒用洗滌
チューブ５４を通して洗滌液、または消毒液、またはエ
アーなどが内視鏡２の送気送水管路５６に送られるよう
になっている。このとき、チューブ５４より洗滌液等が
送られると、図５中に矢印で示すように、まず、ユニバ
ーサルコード側送水管路６８に導かれる。このユニバー
サルコード６のコネクタ部７には、バイパスチューブ７
５が接続されており、このバイパスチューブ７５により
ユニバーサルコード側送水管路６８とユニバーサルコー
ド側送気管路６９とが連通している。そのため、ユニバ
ーサルコード側送水管路６８を通過してきた洗滌液等
は、このバイパスチューブ７５を介して、ユニバーサル
コード側送気管路６９へと導かれ、送気送水管路ボタン
シリンダ６２へ戻る。さらに、送気送水管路ボタンシリ
ンダ６２に戻ってきた洗滌液等は、挿入部側送水管路６
０と挿入部側送気管路６１へと導かれ、内視鏡２の挿入
部４内を通って、内視鏡先端部の送気送水ノズル５８か
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9
ら内視鏡２の外部へと抜けていく。
【００４５】したがって、上記のようにエアー、洗滌
液、消毒液等を内視鏡２の送気送液管路５６へ送気送液
することにより、見かけ上、ほぼ一本道の管路が構成さ
れるので、内視鏡２の送気送水管路５６の流量を精度良
く検知することができる。つまり、内視鏡２の送気送液
管路５６の流量が減少している場合には、予め内視鏡２
から読み取った送気量に比べ実際に自動洗滌消毒装置１
が内視鏡へ送気している送気量が低くなる。そこで、自
動洗滌消毒装置１にセットされた内視鏡２へ供給するエ
アーの流量を内視鏡管路内洗滌消毒用管路４４に設置さ
れている流量センサー４７を用いて、内視鏡２へ送気し
ている送気量を測定する。そして、この送気量と予め内
視鏡２から読み取った送気量の設定値とを装置１が比較
することにより、内視鏡２の送気送水管路５６の流量が
設定値の範囲外の状態（流量が減少している状態）を検
知することができる。
【００４６】また、吸引管路洗滌消毒用洗滌チューブ５
３の内視鏡接続部７８には、内視鏡２の手元側の操作部
５の処置具挿入口部６４に着脱可能に連結される口金連
結部７９が設けられている。そして、吸引管路洗滌消毒
用洗滌チューブ５３の口金連結部７９が処置具挿入口部
６４に連結されることにより、吸引管路洗滌消毒用洗滌
チューブ５３が洗滌槽２９内の内視鏡２の吸引管路５７
に接続されるようになっている。
【００４７】また、内視鏡２の吸引管路５７の洗滌消毒
時には図６に示すように吸引管路洗滌消毒用洗滌チュー
ブ５３が内視鏡２の吸引管路５７に接続されるととも
に、送水管路洗滌消毒用洗滌チューブ５４の内視鏡接続
部７１が内視鏡２の手元側の操作部５に装着される。そ
して、この状態で、洗滌消毒装置１から吸引管路洗滌消
毒用洗滌チューブ５３を通して洗滌液、または消毒液、
またはエアーなどが内視鏡２の吸引管路５７へ送られる
ようになっている。このとき、吸引管路洗滌消毒用洗滌
チューブ５３から処置具挿入口部６４に送られた洗滌液
等は処置具挿通チャンネル５９の分岐管路５９ｂ１から
この管路５９ｂ１と５９ｂ２との間の連結部で分岐さ
れ、図６中に矢印で示すように、先端開口部５９ａ側へ
向かう流れと、吸引シリンダ６３側に向かう流れとに分
流される。そして、先端開口部５９ａ側へ向かう洗滌液
等の流れは先端開口部５９ａから外部に流出される。
【００４８】また、内視鏡２の吸引シリンダ６３の開口
部には送気送水管路洗滌消毒用洗滌チューブ５４の内視
鏡接続部７１における吸引シリンダ挿入部７３が接続さ
れ、吸引シリンダ６３の開口部が塞がれている。そのた
め、吸引シリンダ６３側に向かう洗滌液等の流れは吸引
シリンダ６３内を経てユニバーサルコード側吸引管路７
０側に流入され、このユニバーサルコード側吸引管路７
０を経て吸引口金６７から外部へ流出される。
【００４９】上記のように吸引管路洗滌消毒用洗滌チュ
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ーブ５３よりエアーを内視鏡２の吸引管路５７へ送気
し、その流量を測定して、予め内視鏡２から読み取った
送気量の設定値と比較することにより、内視鏡２の吸引
管路５７の流量が設定値の範囲外の状態を検知すること
ができる。
【００５０】なお、鉗子起上パイプ洗滌消毒用洗滌チュ
ーブ５５の内視鏡接続部８０は洗滌槽２９内の内視鏡２
の図示しない鉗子起上パイプに接続されている。ここ
で、図示しない鉗子起上パイプは入口と出口の２ヶ所に
開口部がある１本の管路構成になっている。そのため、
鉗子起上パイプの洗滌消毒時には鉗子起上パイプ洗滌消
毒用洗滌チューブ５５の内視鏡接続部８０を洗滌槽２９
内の内視鏡２の図示しない鉗子起上パイプに接続した状
態で、鉗子起上パイプ洗滌消毒用洗滌チューブ５５を通
して洗滌液、または消毒液、またはエアーなどが内視鏡
２の鉗子起上パイプへ送られるようになっている。この
とき、鉗子起上パイプのどこかが詰まっている場合に
は、鉗子起上パイプ洗滌消毒用洗滌チューブ５５より送
気されたエアーの流量を測定し、送気量の設定値と比較
する事で容易に管路の流量が設定値の範囲外の状態を検
知できる。
【００５１】また、洗滌槽２９の排液口３１には管路切
換弁８１の流入ポート８１ａが連結されている。この管
路切換弁８１には１つの流入ポート８１ａと、２つの流
出ポート８１ｂ，８１ｃとが設けられている。ここで、
管路切換弁８１の一方の流出ポート８１ｂには回収管路
８２の一端部が連結されている。この回収管路８２の他
端部は消毒液タンク４２の上部に連結されている。
【００５２】さらに、管路切換弁８１の他方の流出ポー
ト８１ｃには排液管路８３の一端部が連結されている。
この排液管路８３の途中には排液ポンプ８４が介設され
ている。
【００５３】また、管路切換弁８１は排液口３１を閉塞
遮断する状態と、排液口３１を回収管路８２に連通させ
る状態と、排液口３１を排液管路８３に連通させる状態
のいずれかに切換えるものである。そして、管路切換弁
８１を排液管路８３側へ切換えて排液ポンプ８４を運転
する事により洗滌槽２９内の液体を内視鏡洗滌消毒装置
１の外へ排出するようになっている。
【００５４】また、図７はユーザーが本実施の形態の内
視鏡洗滌消毒装置１を操作するための操作パネル８５を
示すものである。この操作パネル８５にはプログラム選
択ボタン８６と、洗滌消毒工程始動ボタン８７と、停止
ボタン８８と、複数の付加機能ボタン８９ａ～８９ｆ
と、洗滌時間表示部９０と、消毒時間表示部９１と、メ
ッセージコード表示部（告知手段）９２と、消毒液温度
表示部９３とが配設されている。なお、付加機能ボタン
８９ａ～８９ｆには機能チェックボタン８９ａと、漏水
検知ボタン８９ｂと、アルコールフラッシュボタン８９
ｃと、送気ボタン８９ｄと、消毒液加温ボタン８９ｅ
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11
と、洗濯すすぎボタン８９ｆとがそれぞれ設けられてい
る。
【００５５】この操作パネル８５の操作時には、プログ
ラム選択ボタン８６によって選択された工程の洗滌時間
と、消毒時間とが洗滌時間表示部９０、消毒時間表示部
９１にそれぞれ表示される。その後、洗滌消毒工程始動
ボタン８７を押して工程を開始するようになっている。
【００５６】また、消毒液温度表示部９３には内視鏡洗
滌消毒装置１に貯蔵されている消毒液の温度が表示され
るようになっている。さらに、付加機能ボタン８９ａ～
８９ｆを選択して押す事で洗滌消毒工程以外で、内部管
路での流量を測定する工程や、内視鏡洗滌消毒装置１の
貯蔵の消毒液を設定温度まで加温する消毒液加温工程な
どの付加機能を実行できる。
【００５７】また、停止ボタン８８を押す事で、洗滌消
毒工程や付加機能工程を途中で中止することができる。
なお、内視鏡洗滌消毒装置１には、使用者に告知すべき
（動作）状態をユーザーに報知する図８に示す告知ブザ
ー（告知手段）９４が内蔵されている。そして、管路の
流量に関する情報以外に、工程の途中で使用者に告知す
べき情報がある場合には、告知ブザー９４が鳴り、メッ
セージコード表示部９２にメッセージコードが表示され
る事で、使用者に告知すべき（動作）状態を告知する。
ここで、表示されるメッセージコードは次の表２のメッ
セージコード表に従って決められる。
【００５８】
【表２】

【００５９】また、図８は、本実施の形態の内視鏡洗滌
消毒装置１の制御を行う制御部９５の概略構成を示すブ
ロック図である。この制御部９５には内視鏡洗滌消毒装
置１内の機器の制御を司るＣＰＵ（制御手段）９６が設
けられている。このＣＰＵ９６には、図示しない演算回
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路、ＲＯＭ、ＲＡＭ、パラレル通信ポート、シリアル通
信ポート、Ａ／Ｄコンバータ、カウンタが内蔵されてい
る。
【００６０】さらに、ＣＰＵ９６には、アナログ回路９
７と、デジタル式センサ９８と、ドライバ９９と、操作
パネル８５と、リセット回路１００と、内視鏡用通信コ
ネクタ３２とがそれぞれ接続されている。ここで、アナ
ログ回路９７には内視鏡洗滌消毒装置１内の機器の状態
を監視し、連続的な電気信号に変換するアナログ式セン
サ１０１が接続されている。そして、アナログ回路９７
ではアナログ式センサ１０１からの出力を増幅してＣＰ
Ｕ９６に供給するようになっている。
【００６１】また、デジタル式センサ９８は、内視鏡洗
滌消毒装置１内の機器の状態を監視し、二値化した電気
信号をＣＰＵ９６に出力するセンサである。さらに、ド
ライバ９９には告知ブザー９４および内視鏡洗滌消毒装
置１内の弁／ポンプ類１０２が接続されている。そし
て、ドライバ９９から出力される制御信号によって告知
ブザー９４および内視鏡洗滌消毒装置１内の弁／ポンプ
類１０２が駆動されるようになっている。
【００６２】また、リセット回路１００は、電源電圧の
変動、低下を検出してリセット信号を出力する電気回路
である。さらに、ＣＰＵ９６の内部のＲＯＭには、内視
鏡洗滌消毒装置１内の機器を制御する為のプログラムが
記録されている。そして、ＣＰＵ９６はこのプログラム
に従って内視鏡２の洗滌消毒工程を行うようになってい
る。
【００６３】次に、上記構成の本実施の形態の内視鏡洗
滌消毒装置１の作用について説明する。内視鏡２の検査
終了後、使用済みの内視鏡２の汚れを洗滌するために、
使用する毎にその外表面及び内部管路を洗滌消毒する必
要がある。
【００６４】この内視鏡２の洗滌消毒作業時には、ま
ず、検査に使用された使用済みの内視鏡２を洗滌槽２９
内にセットする。このとき、洗滌チューブ５３，５４，
５５を用いて、内視鏡２の送気送水管路５６、吸引管路
５７および図示しない鉗子起上パイプの各管路口部と内
視鏡洗滌消毒装置１側の接続口３３，３４，３５とを連
結する。さらに、内視鏡２にバイパスチューブ７５を接
続し、この内視鏡２のユニバーサルコード側送水管路６
８とユニバーサルコード側送気管路６９との間を連通す
る。続いて、通信ケーブル１０を用いて内視鏡２と内視
鏡洗滌消毒装置１側の内視鏡通信コネクタ３２との間を
電気的に接続させる。
【００６５】その後、内視鏡洗滌消毒装置１の操作パネ
ル８５上のプログラム選択ボタン８６で洗滌消毒工程の
内容を選択し、洗滌消毒工程の始動ボタン８７を押す
と、設定された条件にしたがって、洗滌、消毒、すす
ぎ、送気の各工程が行われる。このとき、内視鏡洗滌消
毒装置１は図９に示すフローチャートに従って内視鏡２
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の洗滌消毒工程を次の通り実行する。
【００６６】まず、ステップＳ１で、内視鏡洗滌消毒装
置１内にセットされた内視鏡２と内視鏡洗滌消毒装置１
との間で通信が行えるか否かが判断される。このとき、
仮に、通信ケーブル１０が接続されていない場合には、
通信が正しく行われない。そして、このように内視鏡２
に記憶されたデータを内視鏡洗滌消毒装置１のＣＰＵ９
６で読み込む事ができない場合には次のステップＳ２に
進む。このステップＳ２では内視鏡洗滌消毒装置１の内
蔵の告知ブザー９４が鳴り、メッセージコード表示部９
２にメッセージコードＥ９０が表示される。このとき、
メッセージコード表の内容に対応させ、“Ｅ９０”とい
うメッセージコードを操作パネル８５のメッセージコー
ド表示部９２に表示することでユーザーに内視鏡の接続
がなされていないことが告知される。そして、内視鏡２
の洗滌消毒工程が中止され、ユーザーに通信コネクタ３
２が接続されているか等の確認作業を行ってもらうよう
になっている。
【００６７】また、ステップＳ１で、内視鏡２と内視鏡
洗滌消毒装置１との間で通信が使用者に告知の必要が無
い状態で行われた場合（使用者に告知すべき状態が発生
しない場合）には次のステップＳ３に進む。このステッ
プＳ３では内視鏡洗滌消毒装置１のＣＰＵ９６は内視鏡
用通信コネクタ３２及び通信ケーブル１０を介して、内
視鏡２内のＣＰＵ２０と通信をおこなって、メモリ１９
内のデータを読み取る処理を行う。このときの読み取り
データの内容としては、内視鏡２の種類、型番、管路情
報等である。そして、内視鏡洗滌消毒装置１のＣＰＵ９
６は洗滌槽２９内にセットされた内視鏡２の種類をこの
通信を通じて認識すると共に、この内視鏡２の送気送水
管路５６、吸引管路５７および図示しない鉗子起上パイ
プの各管路の送気量の設定値のデータも認識する。な
お、Ｘは吸引管路５７の送気量の設定値、Ｙは送気送水
管路５６の送気量の設定値、Ｚは鉗子起上パイプの送気
量の設定値である。
【００６８】また、通信が行われた後に、次のステップ
Ｓ４の洗滌工程に進む。このステップＳ４の洗滌工程で
は給水弁３９が開き、水道蛇口４０から洗滌水が給水管
路３８及び給水口３６を通じて洗滌槽２９内へ供給され
る。そして、洗滌槽２９内への給水により、貯水量が指
定水位に達した時点で、給水弁３９が閉じられ、洗滌作
業が開始される。
【００６９】この洗滌作業時には内視鏡洗滌消毒装置１
の洗滌消毒管路切換え電磁弁４８ａ，４８ｂ，４８ｃと
内視鏡管路内洗滌消毒用ポンプ４５とを動作させる。そ
して、ポンプ４５の駆動にともない洗滌槽２９の内部の
洗滌液が循環液吸引口３０から内視鏡管路内洗滌消毒用
管路４４内に吸引されるとともに、このポンプ４５から
吐出される高圧な洗滌液が内視鏡管路内洗滌消毒用管路
４４から逆止弁４６、流量センサー４７、３つの分岐流
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路４４ａ，４４ｂ，４４ｃを経て吸引管路洗滌消毒用洗
滌チューブ５３、送気送水管路洗滌消毒用洗滌チューブ
５４、鉗子起上パイプ洗滌消毒用洗滌チューブ５５にそ
れぞれ供給され、さらにこれらの各チューブ５３，５
４，５５から内視鏡２の送気送水管路５６、吸引管路５
７および図示しない鉗子起上パイプの各管路内に供給さ
れて、この内視鏡２の各管路内の洗滌が行われる。つま
り、内視鏡管路内洗滌消毒用管路４４を通じて洗滌槽２
９内の洗滌水を循環させ、内視鏡２の各管路内を洗滌す
る。
【００７０】この洗滌作業が終了すると、次のステップ
Ｓ５のすすぎ工程に進む。このステップＳ５のすすぎ工
程では管路切換弁８１が排液ポジションに移動され、同
時に排液ポンプ８４が駆動される。この排液ポンプ８４
の駆動にともない洗滌槽２９の内部の洗滌液が排液口３
１から管路切換弁８１を経て排液管路８３側に吸引さ
れ、この排液管路８３を通して外部に廃棄される。
【００７１】また、このすすぎ工程の後半ではコンプレ
ッサー５１の運転が開始される。そして、このコンプレ
ッサー５１から吹き出される高圧なエアーはエアー供給
管路５２を通し、逆止弁５０、流量センサー４７および
３つの分岐流路４４ａ，４４ｂ，４４ｃを順次介して洗
滌チューブ５３，５４，５５に供給され、さらに各洗滌
チューブ５３，５４，５５を通じて内視鏡２の各管路内
ヘエアーが供給され、内視鏡２の管路内の水切りが行わ
れる。
【００７２】この管路内の水切り作業中、次のステップ
Ｓ６の内視鏡２の各管路のエアーの流量測定が行われ
る。このステップＳ６の流量測定では洗滌消毒管路切換
え電磁弁４８ａ，４８ｂ，４８ｃを動作させ、各管路に
個別に送気させる。そして、各管路毎に個別に流量セン
サー４７の出力を読み取ることで、内視鏡２の送気送水
管路５６、吸引管路５７および図示しない鉗子起上パイ
プの各管路のそれぞれのエアーの流量測定を行う。
【００７３】例えば、電磁弁４８ａを開け、電磁弁４８
ｂ，４８ｃを閉じた状態で送気を行う事で内視鏡２の吸
引管路５７にのみ送気が行われ、この時の流量センサー
４７の出力を読み取ることで内視鏡２の吸引管路５７の
送気流量の測定が行われる。
【００７４】続けて、電磁弁４８ｂを開け、電磁弁４８
ａ，４８ｃを閉じる位置に切換えた状態で、同様に送気
を行う事で内視鏡２の送気送水管路５６のみ送気が行わ
れ、この時の流量センサー４７の出力を読み取ることで
内視鏡２の送気送水管路５６の送気流量の測定が行われ
る。
【００７５】さらに、電磁弁４８ｃを開け、電磁弁４８
ａ，４８ｂを閉じる位置に切換えた状態で、同様に送気
を行う事で内視鏡２の鉗子起上パイプのみ送気が行わ
れ、この時の流量センサー４７の出力を読み取ることで
内視鏡２の鉗子起上パイプの送気流量の測定が行われ
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る。
【００７６】なお、ｘはこのとき測定された吸引管路５
７のエアー流量の実測値、ｙは送気送水管路５６のエア
ー流量の実測値、ｚは鉗子起上パイプのエアー流量の実
測値である。
【００７７】さらに、内視鏡２の各管路のエアーの流量
測定後、次のステップＳ７の演算処理が行われる。ここ
では、流量センサー４７で測定された内視鏡２の各管路
のエアー流量の測定データ（ｘ，ｙ，ｚ）と、予め内視
鏡２から通信によって得られた内視鏡２の各管路の送気
量の設定値（Ｘ，Ｙ，Ｚ）とを比較し、管路の流量が設
定値の範囲内の状態（内視鏡管路である送気送水管路５
６、吸引管路５７および鉗子起上パイプへの十分な送気
・送液が行われている状態）か、管路の流量が設定値の
範囲外の状態であるかを判定する。
【００７８】この比較判定方法は次の演算式に従って二
者の比率を算出し、その演算結果の比率がある一定の設
定範囲内に収まれば使用者に告知の必要が無い（動作）
状態とし、その範囲を逸脱した場合を使用者に告知すべ
き（動作）状態とする。
演算式：（実測した送気流量）÷（流量が設定値の範囲
内の時の送気流量）×１００
なお、Ａはこのとき演算された吸引管路５７の送気量の
設定値Ｘとエアー流量の実測値ｘとの比率、Ｂは送気送
水管路５６の送気量の設定値Ｙとエアー流量の実測値ｙ
との比率、Ｃは鉗子起上パイプにおける送気量の設定値
Ｚとエアー流量の実測値ｚとの比率である。
【００７９】ここで、演算結果の比率における管路流量
の設定値の範囲を例えば８０％～１２０％に設定する。
そして、通信によって得られた内視鏡２の吸引管路５７
の送気量の設定値が例えば２．３Ｌ／ｍｉｎの場合に、
測定された送気量が例えば２．０Ｌ／ｍｉｎである場合
には、演算結果の比率が約８７％となり、管路の流量が
設定値の範囲内にあるので、使用者に告知の必要が無い
（動作）状態と判断する。
【００８０】また、例えば、管路の送気量の設定値が
２．３Ｌ／ｍｉｎに対し、測定された送気量が１．２Ｌ
／ｍｉｎであれば、演算結果の比率Ａが約５３％とな
る。この場合には、演算結果である比率Ａが使用者に告
知の必要が無い（動作）状態の設定範囲を下方に外れる
ので、管路が詰まっていたり、コンプレッサー５１が正
しく動作していない状態、或いは洗滌チューブ５３、５
４、５５の付け忘れなどの原因により内視鏡管路への送
気が不足していると判断され、使用者に告知すべき（動
作）状態と判断される。
【００８１】さらに、例えば、管路の送気量の設定値が
２．３Ｌ／ｍｉｎであるのに対し、測定された送気量
が、５．０Ｌ／ｍｉｎであれば、演算結果が約２１７％
となる。この場合には、演算結果が設定値の範囲を上方
に外れるので、洗滌チューブ５３、５４、５５が外れて
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いたり、洗滌消毒装置１内の管路が外れたり、漏れたり
していると判断され、使用者に告知すべき（動作）状態
と判断される。
【００８２】このように、内視鏡管路の送気量の設定値
と測定された内視鏡管路の送気量との比較を各管路ごと
に行う。そして、内視鏡２の各管路の内、１本でも管路
の流量が設定値の範囲外の状態と判断された場合は、洗
滌消毒工程を中止して使用者に告知すべき（動作）状態
の告知を行う。
【００８３】すなわち、ステップＳ８では、内視鏡２の
各管路毎の演算結果の比率（Ａ，Ｂ，Ｃ）が使用者に告
知の必要が無い（動作）状態の設定範囲の下限値である
８０％よりも大きい（Ａ＞８０％，Ｂ＞８０％，Ｃ＞８
０％）か否かが判断される。このステップＳ８で、演算
結果の比率（Ａ，Ｂ，Ｃ）が使用者に告知の必要が無い
（動作）状態の設定範囲の下限値である８０％よりも小
さい場合（使用者に告知すべき（動作）状態が発生した
場合）には次のステップＳ９に進む。このステップＳ９
では内視鏡洗滌消毒装置１の内蔵の告知ブザー９４を鳴
らすと共に、操作パネル８５のメッセージコード表示部
９２に表２のメッセージコード表に従って演算結果が使
用者に告知の必要が無い（動作）状態の範囲を下方に外
れている状態を表す“Ｅ９１”の文字のメッセージコー
ドが表示される。これにより、使用者に告知すべき（動
作）状態の発生とその内容についての告知が行われる。
【００８４】また、ステップＳ８で、演算結果の比率
（Ａ，Ｂ，Ｃ）が使用者に告知の必要が無い（動作）状
態の設定範囲の下限値である８０％よりも大きい場合
（使用者に告知すべき（動作）状態が発生しない場合）
には次のステップＳ１０に進む。このステップＳ１０で
は内視鏡２の各管路毎の演算結果の比率（Ａ，Ｂ，Ｃ）
が使用者に告知の必要が無い（動作）状態の設定範囲の
上限値である１２０％よりも小さい（Ａ＜１２０％，Ｂ
＜１２０％，Ｃ＜１２０％）か否かが判断される。この
ステップＳ１０で、演算結果の比率（Ａ，Ｂ，Ｃ）が使
用者に告知の必要が無い（動作）状態の設定範囲の上限
値である１２０％よりも大きい場合（使用者に告知すべ
き（動作）状態が発生した場合）には次のステップＳ１
１に進む。このステップＳ１１では内視鏡洗滌消毒装置
１の内蔵の告知ブザー９４を鳴らすと共に、操作パネル
８５のメッセージコード表示部９２に表２のメッセージ
コード表に従って演算結果が使用者に告知の必要が無い
（動作）状態の範囲を上方に外れている状態を表す“Ｅ
９２”の文字のメッセージコードが表示される。これに
より、使用者に告知すべき（動作）状態の発生とその内
容についての告知が行われる。
【００８５】また、全ての内視鏡各管路への送気量が使
用者に告知の必要が無い（動作）状態と判断されれば、
内視鏡各管路に十分な洗滌が行われたと判断し、次工程
であるステップＳ１２の消毒工程へと移行する。
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【００８６】ここで、使用者に告知すべき（動作）状態
が無い場合は続いて消毒工程に入る。この消毒工程で
は、始めに消毒液注入ポンプ４３の運転により消毒液タ
ンク４２内の消毒液が消毒液供給管路４１を通じて消毒
液注入口３７から洗滌槽２９内に注入される。そして、
洗滌槽２９内の消毒液の貯留量が指定水位に達すると内
視鏡２の全体はその消毒液中に完全に浸漬される。この
消毒液中の浸漬により、内視鏡２の外表面の消毒が行わ
れる。
【００８７】これと同時に、内視鏡管路内洗滌消毒用ポ
ンプ４５を運転させることにより洗滌槽２９内の消毒液
を吸引して洗滌チューブ５３，５４，５５を通じて内視
鏡２の各管路内に送液する事で、その管路内の消毒が行
われる。このようにして、内視鏡２の外表面および各管
路内の消毒がなされる。
【００８８】さらに、この消毒工程の開始後、所定の消
毒時間が経過すると内視鏡管路洗滌消毒用ポンプ４５の
運転が停止し、管路切換弁８１が消毒液回収ポジション
に切り替わる。この状態では、消毒液タンク４２と洗滌
槽２９の排液口３１との間が連通し、消毒液が洗滌槽２
９から排出され、消毒液タンク４２内に回収される。
【００８９】この後、上述した洗滌工程での動作と同様
に、ステップＳ１３のすすぎ工程と、その後半において
コンプレッサー５１の運転が行われ、内視鏡２の各管路
内ヘエアーの供給によりステップＳ１４の水切り送気工
程が行われる。以上の各工程により内視鏡２の洗滌消毒
が行われる。
【００９０】そこで、上記構成のものにあっては次の効
果を奏する。すなわち、本実施の形態の内視鏡洗滌消毒
装置１では内視鏡２の洗滌消毒作業時に、使用済みの内
視鏡２を洗滌槽２９内にセットした状態で、内視鏡２に
記憶されたデータを内視鏡洗滌消毒装置１のＣＰＵ９６
で読み込むとともに、内視鏡２の洗滌消毒作業中、内視
鏡２の各管路のエアーの流量測定が行われる。そして、
内視鏡２の各管路のエアーの流量測定後、流量センサー
４７で測定された内視鏡２の各管路のエアー流量の測定
データ（ｘ，ｙ，ｚ）と、予め内視鏡２から通信によっ
て得られた内視鏡２の送気量の設定値（Ｘ，Ｙ，Ｚ）と
を比較し、流量が設定値の範囲以内か否かを判定する演
算処理を行い、内視鏡２の各管路の内、１本でも流量が
設定値の範囲外と判断された場合は、洗滌消毒工程を中
止して内視鏡洗滌消毒装置１の内蔵の告知ブザー９４を
鳴らすと共に、操作パネル８５のメッセージコード表示
部９２にメッセージコードを表示させることにより、使
用者に告知すべき（動作）状態の発生とその内容につい
ての告知を行うようにしたものである。そのため、本実
施の形態の内視鏡洗滌消毒装置１では、多種多様な内視
鏡２の各管路の状態や、内視鏡洗滌消毒装置１内のコン
プレッサー５１、ポンプなどの使用者に告知すべき（動
作）状態、洗滌チューブ５３、５４、５５の外れ等を正
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確、且つ、簡単な構成で検出することができ、適切な内
視鏡２の洗滌消毒を行うことができる。
【００９１】なお、上記実施の形態ではエアーによって
内視鏡管路の流量が設定値の範囲外の状態や、内視鏡洗
滌消毒装置１内のコンプレッサー５１の使用者に告知す
べき（動作）状態、洗滌チューブ５３、５４、５５の外
れを検知しているが、合わせて内視鏡管路内洗滌消毒用
管路４４を流れる洗滌水や、消毒液の流量を測定し、そ
の管路の流量が設定値の範囲内の時の流量を予め内視鏡
２のＣＰＵ２０に記憶させておき、内視鏡洗滌消毒工程
時に両者を比較しても良い。この場合は、内視鏡管路内
洗滌消毒用管路４４や、内視鏡管路内洗滌消毒用ポンプ
４５の使用者に告知すべき（動作）状態も検知できる。
【００９２】また、上記実施の形態では流量センサー４
７を用いて流量測定を行っているが、この代わりに圧力
計を用いて圧力測定を行い、圧力データで使用者に告知
すべき（動作）状態の検知を行っても良い。
【００９３】さらに、本実施の形態では洗滌終了時の送
気時に流量測定し、管路の流量が設定値の範囲外か否か
の検知を行っているが、洗滌消毒工程の開始後、すぐに
内視鏡管路内に送気を行って管路の流量が設定値の範囲
外か否かの判断を即座に行っても良いことは勿論であ
る。また、この測定を“内視鏡管路の流量の減少チェッ
ク”として独立した付加機能として行えるようにしても
良い。
【００９４】また、上記実施の形態では洗滌槽２９の内
部にセットされた内視鏡２と内視鏡洗滌消毒装置１との
間で通信が出来ない場合は洗滌消毒工程を中止してユー
ザーへの告知を行っているが、洗滌消毒工程を中止せず
に予め別に設定された流量が設定値の範囲外の場合用の
特別な洗滌消毒工程を行い、この特別な洗滌消毒工程の
終了時にユーザーに内視鏡管路の流量の減少チェックが
行われていない事を告知しても良い。
【００９５】この告知方法はメッセージコード表の内容
に従ってＥ９３というメッセージコードを操作パネル８
５のメッセージコード表示部９２に表示してもよい。ま
たは、操作パネル８５に管路の流量減少の検知未確認と
いうＬＥＤや、ランプ等を具備させてこれを点灯させて
も良い。
【００９６】また、逆に、管路の流量減少の検知確認済
みというＬＥＤまたはランプ等を具備して、管路の流量
減少が無い場合に点灯させて、管路の流量減少検知を行
わなかった場合は消灯させる方法でも良いことは勿論で
ある。
【００９７】また、上記実施の形態では内視鏡管路の流
量が設定値から外れていることが原因と予測される使用
者に告知すべき（動作）状態を検知した場合、すぐに洗
滌消毒工程を中止してユーザーへの告知を行っている
が、洗滌工程を追加して流量が設定値から外れている状
態の除去を試み、その追加洗滌工程後にもう一度、管路
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の流量減少の検知を行い、流量が設定値の範囲外の状態
が除去されたか確認するようにしても良い。このとき、
追加の洗滌工程は流量を設定値とする目的で管路への洗
滌水の送液圧を上げたり、気液二相流方式で行うなど特
別なプログラムが行われるようにしても良い。そして追
加洗滌の後に、流量を設定値にできれば洗滌工程の後の
工程を設定通りに行い、流量を設定値の範囲内にできな
ければ使用者に告知すべき（動作）状態を告知するよう
にする。
【００９８】また、内視鏡管路の流量が設定値から外れ
ている状態が発見されても、設定通りの工程を続け、洗
滌消毒工程を全て行ってから使用者に告知すべき（動
作）状態を告知しても良い。この場合、外表面や、流量
が設定値から外れている状態が無い管路に対しては洗滌
消毒が行われる。
【００９９】また、上記実施の形態では内視鏡管路情報
の確認を内視鏡２と内視鏡洗滌消毒装置１との間を通信
ケーブル１０で接続して行っているが、これに限らず赤
外線や、磁気を用いた通信によるもの等、本発明の要旨
を逸脱しない範囲で様々な方式が考えられる。
【０１００】また、内視鏡２の種類や、管路情報をバー
コード化して内視鏡２にバーコードを具備させて、この
バーコードを内視鏡洗滌消毒装置１にバーコードリーダ
ーを具備させて読み込ませる構成にしてもよい。さら
に、ユーザーが予め内視鏡２の種類を内視鏡洗滌消毒装
置１のパネル上で入力したり、選択したり出来るように
する事も可能である。
【０１０１】また、本実施の形態ではメッセージコード
を表示する事で使用者に告知すべき（動作）状態の告知
を行っているが、液晶パネルや、モニターや、プリンタ
ー等を内視鏡洗滌消毒装置１に設けて、エラー内容や、
使用者に告知すべき（動作）状態の原因、その対応方法
等を文章で表示、または印字させても良い。さらに、洗
滌消毒工程が設定通り使用者に告知すべき（動作）状態
が無く行われた場合も毎回、洗滌消毒した内視鏡２の名
称・型番、洗滌消毒工程の内容や、実施日時、そして流
量が設定値から外れている状態の検知の確認結果、洗滌
消毒工程が使用者に告知すべき（動作）状態が無く行わ
れた事を表示、または印字させても良いことは勿論であ
る。
【０１０２】また、図１０乃至図１２は本発明の第２の
実施の形態を示すものである。本実施の形態は第１の実
施の形態（図１乃至図９参照）の内視鏡洗滌消毒装置１
の構成を次の通り変更したものである。なお、図１０乃
至図１２中で、第１の実施の形態と同一構成部分には同
一の符号を付してその説明を省略する。
【０１０３】すなわち、本実施の形態では内視鏡洗滌消
毒装置１の洗滌槽２９内にセットされる内視鏡２に接続
される洗滌チューブ５３、５４、５５の接続場所を図１
０に示すように、内視鏡２のユニバーサルコード６側の
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コネクタ部７に配置したものである。
【０１０４】図１０において、内視鏡洗滌消毒装置１の
洗滌槽２９の内周面には、第１の実施の形態と同様に内
視鏡用通信コネクタ３２と、吸引管路洗滌チューブ接続
口３３と、鉗子起上パイプ洗滌チューブ接続口３５とが
それぞれ配設されているとともに、送気管路洗滌チュー
ブ接続口１１１と、送水管路洗滌チューブ接続口１１２
とが配設されている。
【０１０５】また、内視鏡洗滌消毒装置１の本体内に配
設された内視鏡管路内洗滌消毒用管路４４の下流（分岐
流路）側には４つの分岐流路４４ａ，４４ｂ，４４ｃ，
４４ｄが形成されている。そして、分岐流路４４ａは吸
引管路洗滌チューブ接続口３３、分岐流路４４ｂは送気
管路洗滌チューブ接続口１１１、分岐流路４４ｃは送水
管路洗滌チューブ接続口１１２、分岐流路４４ｄは鉗子
起上パイプ洗滌チューブ接続口３５にそれぞれ接続され
ている。
【０１０６】さらに、内視鏡管路内洗滌消毒用管路４４
の各分岐流路４４ａ，４４ｂ，４４ｃ，４４ｄの途中に
は、洗滌消毒管路切換え電磁弁４８ａ，４８ｂ，４８
ｃ，４８ｄがそれぞれ介設されている。
【０１０７】また、洗滌槽２９の内部側には内視鏡管路
の洗滌消毒用の４つの洗滌チューブ１１３～１１６が設
けられている。ここで、１つの洗滌チューブ１１３の一
端部は吸引管路洗滌チューブ接続口３３に連結され、内
視鏡２の吸引管路洗滌消毒用洗滌チューブが形成されて
いる。この吸引管路洗滌消毒用洗滌チューブ１１３の他
端部には吸引用連結部１１７が設けられている。そし
て、図１２に示すようにこの吸引管路洗滌消毒用洗滌チ
ューブ１１３の吸引用連結部１１７が洗滌槽２９内にセ
ットされた内視鏡２のコネクタ部７の吸引口金６７に着
脱可能に接続されている。
【０１０８】また、洗滌チューブ１１４の一端部は送気
管路洗滌チューブ接続口１１１に連結され、送気管路洗
滌消毒用洗滌チューブが形成されている。この送気管路
洗滌消毒用洗滌チューブ１１４の他端部側には図１１に
示すように２つの管路に分岐された分岐管路１１４ａ，
１１４ｂが設けられている。ここで、一方の分岐管路１
１４ａの先端部には第１の送気用連結部１１８ａが設け
られている。さらに、他方の分岐管路１１４ｂの先端部
には第２の送気用連結部１１８ｂが設けられている。そ
して、この送気管路洗滌消毒用洗滌チューブ１１４の一
方の分岐管路１１４ａの第１の送気用連結部１１８ａは
内視鏡２のコネクタ部７の外周面の口金６５ｂに着脱可
能に接続されている。さらに、送気管路洗滌消毒用洗滌
チューブ１１４の他方の分岐管路１１４ｂの第２の送気
用連結部１１８ｂは内視鏡２のコネクタ部７の先端面の
口金６６に着脱可能に接続されている。
【０１０９】また、洗滌チューブ１１５の一端部は送水
管路洗滌チューブ接続口１１２に連結され、送水管路洗
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滌消毒用洗滌チューブが形成されている。この送水管路
洗滌消毒用洗滌チューブ１１５の他端部側には図１１に
示すように送水用連結部１１９が設けられている。そし
て、この送水管路洗滌消毒用洗滌チューブ１１５の送水
用連結部１１９が洗滌槽２９内にセットされた内視鏡２
のコネクタ部７の送水口金６５ａに着脱可能に接続され
ている。
【０１１０】また、洗滌チューブ１１６の一端部は鉗子
起上パイプ洗滌チューブ接続口３５に連結され、鉗子起
上パイプ洗滌消毒用洗滌チューブが形成されている。こ
の鉗子起上パイプ洗滌消毒用洗滌チューブ１１６の他端
部側には内視鏡接続部１２０が設けられている。そし
て、この鉗子起上パイプ洗滌消毒用洗滌チューブ１１６
の内視鏡接続部１２０が洗滌槽２９内の内視鏡２の図示
しない鉗子起上パイプに接続されている。
【０１１１】また、洗滌槽２９内にセットされる内視鏡
２の操作部５には送気送水ボタンシリンダ６２と吸引シ
リンダ６３とを塞ぐシリンダ栓コネクタ１２１と、処置
具挿入口部６４を塞ぐ鉗子栓コネクタ１２２とが装着さ
れている。さらに、シリンダ栓コネクタ１２１には送気
送水管路ボタンシリンダ６２の内部に挿入される送気送
水シリンダ挿入部１２３と、吸引シリンダ６３の内部に
挿入される吸引シリンダ挿入部１２４とが設けられてい
る。ここで、送気送水シリンダ挿入部１２３の外周面に
はリング状のパッキン１２５が装着されている。このパ
ッキン１２５は内視鏡２の送気送水管路ボタンシリンダ
６２の内周面に圧接され、この送気送水管路ボタンシリ
ンダ６２の内部を２つの空間に区切り、送気管路１２６
と、送水管路１２７とを分離している。
【０１１２】次に、上記構成の本実施の形態の内視鏡洗
滌消毒装置１の作用について説明する。本実施の形態の
内視鏡洗滌消毒装置１による内視鏡２の洗滌消毒作業時
には、まず、検査に使用された使用済みの内視鏡２を洗
滌槽２９内にセットする。このとき、吸引管路洗滌消毒
用洗滌チューブ１１３の吸引用連結部１１７が内視鏡２
のコネクタ部７の吸引口金６７に接続される。さらに、
送気管路洗滌消毒用洗滌チューブ１１４の第１の送気用
連結部１１８ａが内視鏡２のコネクタ部７の外周面の口
金６５ｂに接続され、第２の送気用連結部１１８ｂが内
視鏡２のコネクタ部７の先端面の口金６６に接続され
る。また、送水管路洗滌消毒用洗滌チューブ１１５の送
水用連結部１１９が内視鏡２のコネクタ部７の送水口金
６５ａに接続され、鉗子起上パイプ洗滌消毒用洗滌チュ
ーブ１１６の内視鏡接続部１２０が内視鏡２の図示しな
い鉗子起上パイプに接続される。さらに、内視鏡２の操
作部５には送気送水ボタンシリンダ６２と吸引シリンダ
６３とを塞ぐシリンダ栓コネクタ１２１と、処置具挿入
口部６４を塞ぐ鉗子栓コネクタ１２２とが装着される。
【０１１３】これにより、図１１に示す送気送水管路洗
滌消毒用の送気・送液系が構成されるとともに、図１２
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に示す吸引管路洗滌消毒用の送気・送液系が構成され
る。そして、送水管路洗滌消毒用洗滌チューブ１１５か
ら送られた洗滌液や、エアーは図１１中に矢印で示すよ
うに内視鏡２のコネクタ部７からユニバーサルコード側
送水管路６８を通って操作部５の送気送水管路ボタンシ
リンダ６２へと達する。ここからさらに、挿入部側送水
管路６０へと導かれ、挿入部４の先端の送気送水ノズル
５８より内視鏡２の外へ抜けていく。
【０１１４】また、送気管路洗滌消毒用洗滌チューブ１
１４から送られた洗滌液や、エアーは図１１中に矢印で
示すように内視鏡２のコネクタ部７からユニバーサルコ
ード側送気管路６９を通って操作部５の送気送水管路ボ
タンシリンダ６２へと達する。ここからさらに、挿入部
側送気管路６１へと導かれ、挿入部４の先端の送気送水
ノズル５８より内視鏡２の外へ抜けていく。
【０１１５】さらに、図１２に示すように吸引管路洗滌
消毒用洗滌チューブ１１３から送られた洗滌液や、エア
ーは図１２中に矢印で示すように内視鏡２のコネクタ部
７からユニバーサルコード側吸引管路７０を通って操作
部５の吸引管路ボタンシリンダ６３へと達する。ここ
で、シリンダ６３の開口部はシリンダ栓コネクタ１２１
により塞がれているので、ここからさらに挿入部側吸引
管路である処置具挿通チャンネル５９へと導かれる。そ
して、処置具挿通チャンネル５９の途中の処置具挿入口
部６４もまた、鉗子栓コネクタ１２２により塞がれてい
るので、エアーや、洗滌液は挿入部４の先端まで導かれ
て内視鏡２の外へと抜けていく。
【０１１６】そこで、本実施の形態によれば、内視鏡２
の内部の送気管路１２６と、送水管路１２７とがそれぞ
れ一本道の管路のように構成される為、それぞれの管路
の何処かで流量が減少している場合は流量が大幅に変化
する。そのため、洗滌消毒工程前に第１の実施の形態と
同様に、通信ケーブル１０を用いて内視鏡２と内視鏡洗
滌消毒装置１側の内視鏡通信コネクタ３２との間を電気
的に接続させ、通信することによって、内視鏡２より管
路情報を得ておき、実際の洗滌消毒工程中の流量を検知
して比較演算する事により、内視鏡２の管路の流量の減
少等の使用者に告知すべき（動作）状態を検知すること
ができる。
【０１１７】さらに、本実施の形態によれば、内視鏡２
の内部の吸引管路５７もまた一本道の管路のように構成
される為、管路の何処かで流量が減少している場合は管
路の流量が設定値の範囲内の時に比べ大幅に変化するの
で、第１の実施の形態と同様に、使用者に告知すべき
（動作）状態を容易に検知することができる。
【０１１８】また、図１３は本発明の第３の実施の形態
を示すものである。本実施の形態は第２の実施の形態
（図１０乃至図１２参照）の内視鏡洗滌消毒装置１の構
成を次の通り変更したものである。
【０１１９】すなわち、第２の実施の形態では内視鏡洗
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滌消毒装置１の洗滌槽２９内にセットされる内視鏡２の
送気送水管路を洗滌するために送気管路洗滌消毒用洗滌
チューブ１１４と送水管路洗滌消毒用洗滌チューブ１１
５の２つの洗滌チューブを設け、これらの２つの洗滌チ
ューブ１１４，１１５を内視鏡２のユニバーサルコード
６側のコネクタ部７に連結することにより、洗滌槽２９
内にセットされる内視鏡２の送気送水管路を送気管路１
２６と、送水管路１２７とに分離して内視鏡２の送気送
水管路内に送気送液する構成を示したが、本実施の形態
では図１３に示すように、第２の実施の形態の送気管路
洗滌消毒用洗滌チューブ１１４と送水管路洗滌消毒用洗
滌チューブ１１５の２つの洗滌チューブを１つにまとめ
た１本の送気送水管路洗滌消毒用洗滌チューブ１３１を
設け、この１本の洗滌チューブ１３１から内視鏡２の送
気送水管路に同時に送気送水する管路構成にしたもので
ある。
【０１２０】また、洗滌チューブ１３１における内視鏡
接続部側には２つの管路に分岐された分岐管路１３１
ａ，１３１ｂが設けられている。ここで、一方の分岐管
路１３１ａの先端部には第１の送気送液管路連結部１３
２ａが設けられている。この第１の送気送液管路連結部
１３２ａには内視鏡２のコネクタ部７の外周面の口金６
５ａ，６５ｂにそれぞれ着脱可能に接続される２つの凹
陥部１３３ａ，１３３ｂが設けられている。
【０１２１】さらに、他方の分岐管路１３１ｂの先端部
には第２の送気送液管路連結部１３２ｂが設けられてい
る。この第２の送気送液管路連結部１３２ｂには内視鏡
２のコネクタ部７の先端面の口金６６に着脱可能に接続
される凹陥部１３４が設けられている。
【０１２２】また、内視鏡２の送気送水ボタンシリンダ
６２および吸引シリンダ６３にはシリンダ栓コネクタ１
３５が装着されている。このシリンダ栓コネクタ１３５
には送気送水ボタンシリンダ６２の各開口部を塞ぐ送気
送水ボタンシリンダ閉塞部１３５ａと、吸引シリンダ６
３の各開口部を塞ぐ吸引シリンダ閉塞部１３５ｂとが設
けられている。
【０１２３】なお、内視鏡２の吸引管路５７、鉗子起上
パイプヘの内視鏡洗滌消毒装置１からの送気送液方法は
第２の実施の形態と同じ構成になっているので、ここで
はその説明を省略する。
【０１２４】そして、本実施の形態の内視鏡洗滌消毒装
置１の使用時には送気送水管路洗滌消毒用洗滌チューブ
１３１の一方の分岐管路１３１ａの第１の送気送液管路
連結部１３２ａが内視鏡２のコネクタ部７の外周面の口
金６５ａ，６５ｂにそれぞれ着脱可能に接続されるとと
もに、この洗滌チューブ１３１の他方の分岐管路１３１
ｂの第２の送気送液管路連結部１３２ｂがコネクタ部７
の先端面の口金６６に着脱可能に接続される。この状態
で、内視鏡洗滌消毒装置１から送気送水管路洗滌消毒用
洗滌チューブ１３１を通じて送られるエアーや、洗滌液
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等は、内視鏡２のコネクタ部７からユニバーサルコード
側送水管路６８とユニバーサルコード側送気管路６９を
通って操作部５の送気送水管路ボタンシリンダ６２へと
達する。ここで、シリンダ６２の開口部はシリンダ栓コ
ネクタ１３５により塞がれているので、送られるエアー
や、洗滌液等は、ここからさらに、挿入部側送水管路６
０と挿入部側送気管路６１へと導かれ、挿入部４の先端
の送気送水ノズル５８より内視鏡２の外へ抜けていく。
【０１２５】そこで、上記構成のものにあっては次の効
果を奏する。すなわち、本実施の形態によれば、内視鏡
２の送気管路と送水管路の何処かで流量が減少している
場合、内視鏡２の送気管路と送水管路を流れる流量が減
少するので、使用者に告知すべき（動作）状態を検知す
ることができる。そのため、本実施の形態では、内視鏡
２の送気送水管路を洗滌するために内視鏡２のコネクタ
部７に接続する洗滌チューブ１３１を第２の実施の形態
に比べて１本削減できるので、内視鏡洗滌消毒装置１側
の部品点数、制御方法等も第２の実施の形態に比べ簡略
化することができる。
【０１２６】さらに、本発明は上記実施の形態に限定さ
れるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種
々変形実施できることは勿論である。次に、本出願の他
の特徴的な技術事項を下記の通り付記する。
記
（付記項１）  内視鏡に予め付された管路情報を読み取
る手段と、工程中に内視鏡の各管路の流量を測定する手
段と、前記読み取った管路情報に基づいて前記測定され
た流量が設定値の範囲内か判断する演算手段と、流量が
設定値の範囲外の場合に使用者に告知すべき（動作）状
態を告知する手段を具備した事を特徴とする内視鏡洗滌
消毒装置。
【０１２７】（付記項２）  内視鏡の各管路へ送気を行
う送気源と、内視鏡各管路と装置とを繋ぐ洗滌チューブ
と、送気する対象内視鏡管路を切替える手段と、内視鏡
内部の送気管路及び送水管路を連通する手段を具備した
ことを特徴とする自動内視鏡洗滌消毒装置。
【０１２８】（付記項３）  上記使用者に告知すべき
（動作）状態は、内視鏡管路の何処かで流量が減少して
いる状態、洗滌チューブの外れ、洗滌チューブの付け忘
れ、装置内部管路の外れ、装置内部管路の漏れ、装置内
部送気源の動作不良等であることを特徴とする付記項１
に記載の自動内視鏡洗滌消毒装置。
【０１２９】（付記項１～３の従来技術）  従来から、
内視鏡は体腔内の検査および治療に広く利用されてお
り、その内部には送気、送水、吸引等を行うための各種
の管路が組み込まれている。そして、内視鏡は、使用す
る毎に、その内部管路を洗滌消毒する必要がある。
【０１３０】ところで、内視鏡は、胃用内視鏡、十二指
腸用内視鏡、大腸用内視鏡、気管支用内視鏡など多種類
である。胃用内視鏡は、一般的に特殊な管路がなく、ま
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た管路も短く標準的な太さである。十二指腸用内視鏡に
は管路が極めて細い鉗子起上パイプがある。大腸用内視
鏡は、挿入部が長く、管路も太い。逆に気管支用内視鏡
は、管路が細い。このように内視鏡管路は、種類によっ
て構造が大きく異なっている。
【０１３１】これらを洗滌消毒する為に、内視鏡洗滌消
毒装置においては、装置と内視鏡管路とを接続し、装置
から内視鏡管路内へ洗滌液や消毒液、空気等を送り込ん
でいる。ここで、内視鏡管路の洗滌性、消毒性を保つ為
には内視鏡管路への十分な送液及び送気が行われなくて
はならない。
【０１３２】従来の内視鏡洗滌消毒装置においては、内
視鏡管路を流れる液体の流量や圧力などを測定し、内視
鏡管路に詰まりが無く、送液及び送気が十分行われてい
るかを確認する手段が提案されている。
【０１３３】（付記項１～３が解決しようとする課題）
  内視鏡管路に送気、送液する際、各種内視鏡管路のそ
れぞれに適切な流量、圧力で供給されているか否かを検
出するのは困難であった。
【０１３４】（付記項１～３の目的）  本発明はこの様
な事情に鑑みてなされたもので、その目的とする所は多
種多様な内視鏡管路のそれぞれに供給される気体や液体
の流通状態を簡単な構成で検出することができる内視鏡
洗滌消毒装置を提供する事にある。
【０１３５】（付記項１の課題を解決するための手段）
  本発明は、前記課題を解決する為に、内視鏡に予め付
された管路情報を読み取る手段と、工程中に内視鏡の各
管路の流量を測定する手段と、前記読み取った管路情報
に基づいて前記測定された流量が設定値の範囲内か判断
する演算手段と、流量が設定値の範囲外の場合に使用者
に告知すべき（動作）状態を告知する手段を具備した事
を特徴とする内視鏡洗滌消毒装置により構成される。
【０１３６】（付記項１の作用）  内視鏡の管路構成、
管路の流量や圧力等のデータを内視鏡に付し、このデー
タを洗滌消毒装置が認識して、当該内視鏡の各管路に応
じた流量や圧力の基準値を設定し、この基準値と流量セ
ンサーからの出力値と各管路ごと個別に比較演算するこ
とで内視鏡管路への十分な送気・送液が行われている事
を確実に確認する事が出来る。
【０１３７】（付記項１～３の効果）  以上説明したよ
うに、本発明によれば内視鏡管路の流量が設定値の範囲
外の状態やコンプレッサー、ポンプなどの状態、洗滌チ
ューブ外れ等を検知する事が出来、適切な内視鏡の洗滌
消毒が行うことができる。
【０１３８】（付記項４）  内視鏡の内部に設けられた
管路に送液をする内視鏡洗滌消毒装置において、前記内
視鏡の管路に流体を導く送水管路と、前記送水管路に流
れる流体の物理量を測定する測定手段と、前記測定結果
と所定の基準値とを比較する比較手段と、前記比較手段
の比較結果に基づき、前記内視鏡の管路に流れる流体を*

26
*制御する制御手段とを備えたことを特徴とする内視鏡洗
滌消毒装置。
【０１３９】（付記項５）  前記比較手段の比較結果に
基づき、前記制御手段の制御状態を告知する告知手段を
備えたことを特徴とする付記項４記載の内視鏡洗滌消毒
装置。
【０１４０】（付記項６）  前記送水管路に設けられ、
前記内視鏡の第１の管路の一端の開口部に着脱自在に接
続可能な第１の接続部と、前記内視鏡の第１の管路の他
端の開口部に着脱自在に接続可能な第２の接続部と、前
記内視鏡の第２の管路に一端の開口部に着脱自在に接続
可能な第３の接続部と、前記第２の接続部と前記第３の
接続部を連通する連通手段とを備えたことを特徴とする
付記項４記載の内視鏡洗滌消毒装置。
【０１４１】（付記項７）  前記内視鏡の第１の管路の
端部と前記送水管路の端部に接続された第１の送液管路
と、前記内視鏡の第２の管路の端部と前記送水管路の端
部にされた第２の送液管路と、前記第１の送液管路と前
記第２の送液管路に各々設けられた複数の電磁弁と、前
記複数の電磁弁を選択的に切り替える制御手段とを備え
たことを特徴とする付記項４記載の内視鏡洗滌消毒装
置。
【０１４２】
【発明の効果】以上説明したように、請求項１の発明に
よれば、読取手段により読み取られた内視鏡の管路に流
す流体の流量設定値と、測定手段により測定された内視
鏡の管路を流れる流体の流量測定値とを比較し、制御手
段によって流量測定値が流量設定値を越えたか否かを判
定するようにしたので、多種多様な内視鏡管路のそれぞ
れに供給される気体や液体の流通状態を簡単な構成で検
出することができる。
【０１４３】請求項２の発明によれば、測定手段で測定
された流体の流量が設定値から外れていると判断された
場合には告知手段によって内視鏡管路の流体の流量が設
定値から外れている状態を告知するようにしたので、多
種多様な内視鏡管路の状態を正確に確認することがで
き、適切な内視鏡の洗滌消毒を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の第１の実施の形態の内視鏡洗滌消毒
装置とその洗滌消毒対象物である内視鏡を示す概略構成
図。
【図２】  第１の実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置の洗
滌消毒対象物である内視鏡を組込んだ内視鏡装置のシス
テム全体の概略構成図。
【図３】  第１の実施の形態の内視鏡及び画像処理装置
の概略構成図。
【図４】  第１の実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置のシ
ステム全体の概略構成図。
【図５】  第１の実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置の使
用時に内視鏡内部の送気送水管路にバイパスチューブと
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送水管路洗滌消毒用洗滌チューブとが接続された状態を
示す概略構成図。
【図６】  第１の実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置の使
用時に内視鏡内部の吸引管路に吸引管路洗滌消毒用洗滌
チューブと送水管路洗滌消毒用洗滌チューブとが接続さ
れた状態を示す概略構成図。
【図７】  第１の実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置の操
作パネルを示す正面図。
【図８】  第１の実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置の制
御を行う制御部の概略構成図。
【図９】  第１の実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置によ
る内視鏡の洗滌消毒動作を説明するためのフローチャー
ト。
【図１０】  本発明の第２の実施の形態を示す内視鏡洗
滌消毒装置のシステム全体の概略構成図。
【図１１】  第２の実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置の
使用時に内視鏡にシリンダ栓コネクタと内視鏡の送気管
路洗滌消毒用洗滌チューブと内視鏡の送水管路洗滌消毒
用洗滌チューブとが接続された状態を示す概略構成図。
【図１２】  第２の実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置の*

28
*使用時に内視鏡にシリンダ栓コネクタと鉗子栓コネクタ
と内視鏡の吸引管路洗滌消毒用洗滌チューブとが接続さ
れた状態を示す概略構成図。
【図１３】  本発明の第３の実施の形態を示す要部の概
略構成図。
【符号の説明】
２    内視鏡
３２    内視鏡用通信コネクタ（読取手段）
４７    流量センサー（測定手段）
５３    吸引管路洗滌消毒用洗滌チューブ（管路接続
部）
５４    送気送水管路洗滌消毒用洗滌チューブ（管路接
続部）
５５    鉗子起上パイプ洗滌消毒用洗滌チューブ（管路
接続部）
５６    送気送水管路（内視鏡管路）
５７    吸引管路（内視鏡管路）
９２    メッセージコード表示部（告知手段）
９４    告知ブザー（告知手段）
９６    ＣＰＵ（制御手段）

【図１】 【図２】

【図４】
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